
 
ごあいさつ 

 
 自然史博物館では毎年、たくさんの生物や化石、地質などの標本を収集しています。そ

のうちのいくつかは展示室で展示されることもありますが、実はほとんどの標本は博物館

にやってきた後、そのまま収蔵庫で保管されます。収蔵庫は今みなさんがいるネイチャー

ホールの建物の地下にあり、そこには当館が発足したおよそ 60年前から集め続けた標本が、
数にして 100 万点以上眠っています。この標本からは、例えば「この時代の大阪はこんな
地形で、こんな気候で、そしてこんな生き物がいた」ということがわかります。博物館に

はこのような自然史学を研究する人たちが日々やってきては収蔵庫にこもり、標本を調べ、

そうして自然の記録を明らかにしています。博物館が標本を収集する活動は、私たちをと

りまく自然の「データベース」を作り、後世に遺す営みといえるでしょう。 
 ところが、このような活動は文字で表現しても、具体的に知って頂くことにはなかなか

つながりません。そこで、最近博物館に届いた標本を特別陳列という形でご紹介すること

にしました。分野は様々ですが、その中でも学芸員が資料として「一級品」と思うものを

選んでいます。この機会にぜひ、博物館一押しの学術標本の世界をご堪能ください。 
 特別陳列が終わればこれらは収蔵庫に戻りますが、またきっといつか、自然の記録を人々

に語る日が来ることでしょう。 
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